
再生可能エネルギー熱利用
第９回新エネルギー促進検討会

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
統
括
主
幹
渡
辺
重
信
氏

太
陽
熱
利
用
の
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
と
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
の
取
り
組
み

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
導
入
事
例

自
然
氷
を
冷
熱
源
と
す
る
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
で
の
雪
氷
熱
利
用
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
の
動
向
と
将
来
展
望

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
熱
利
用
計
測
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

太陽熱システム普及へ４課題

　
我
々
ガ
ス
事
業
者
は
ガ
ス
機

器
メ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
な
っ

て
、
太
陽
熱
の
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
る
。
ま
だ
成
果
は
出
始

め
た
段
階
で
、
そ
の
ぶ
ん
潜
在

性
を
持
っ
て
お
り
、
年
間

万

―

万
台
程
度
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
普
及
拡
大
に
は
、
「
魅
力
あ

る
製
品
の
開
発
」
「
安
心
で
き

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
」
「
普
及
支
援
策
の
検

討
」
「
イ
メ
ー
ジ
向
上
」
の
四

つ
の
課
題
が
あ
る
。
魅
力
あ
る

製
品
の
開
発
、
安
心
で
き
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
は
、
具
体
的
に
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
や
施
工
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
性
の
向
上
、
デ
ザ
イ

ン
性
の
向
上
を
指
す
。

　
太
陽
熱
シ
ス
テ
ム
は
、
「
太

陽
熱
利
用
温
水
シ
ス
テ
ム
」

「
空
気
式
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
」
「
ソ
ー
ラ
ー
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」
、
そ
し
て
以
前
か

ら
あ
り
、
数
が
最
も
多
い
「
太

陽
熱
温
水
器
」
に
分
類
で
き

る
。

　
い
ず
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
と
っ

て
も
、
重
要
な
の
が
「
集
熱

器
」
と
「
選
択
吸
収
」
の
二
つ

だ
。
集
熱
器
は
、
太
陽
光
を
吸

収
し
て
熱
に
変
換
し
、
集
熱
管

内
を
流
れ
る
水
な
ど
の
被
加
熱

物
に
受
け
渡
す
。
選
択
吸
収
で

は
、
太
陽
光
を
効
率
良
く
吸
収

し
、
熱
放
射
に
よ
る
損
失
を
抑

制
す
る
。

　
当
社
の
太
陽
熱
関
連
商
品

は
、
給
湯
・
暖
房
に
太
陽
熱
を

利
用
で
き
る
家
庭
用
と
、
冷
房

も
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
加
え
た

業
務
用
の
各
タ
イ
プ
な
ど
、
豊

富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
ガ

ス
業
界
は
、
早
け
れ
ば
数
年
後

に
小
売
り
の
完
全
自
由
化
を
控

え
て
お
り
、
ガ
ス
を
売
る
だ
け

で
は
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
機
器
を
売
っ
た

り
、
工
事
を
含
め
て
受
注
し
た

り
し
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て

い
き
た
い
。

「
熱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
重
要

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
主
任
研
究
員
生
田
目
修
志
氏

熱量の適正な計量カギ

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
つ
い

て
、
電
気
は
質
が
高
く
、
使
い

勝
手
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
に
占
め
る
熱
の
比
率

は
、
住
宅
の
約
６
割
、
事
務
所

ビ
ル
の
約
５
割
と
非
常
に
高

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
の
利
用

が
進
ま
な
い
背
景
に
は
、
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
が
適
用
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

利
用
の
拡
大
に
向
け
て
は
熱
の

環
境
価
値
の
経
済
価
値
化
が
欠

か
せ
な
い
。

　
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
供
給
さ
れ

た
熱
量
の
適
正
な
計
量
。
具
体

的
に
は
、
入
り
と
出
の
温
度
差

と
流
量
を
測
っ
て
、
そ
れ
を
掛

け
算
す
る
た
め
計
量
の
シ
ス
テ

ム
は
複
雑
で
な
お
か
つ
高
価

だ
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
は
、
２
０
１
１

―

年
度
の
３
年
間
に
わ
た
る

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利

用
計
測
技
術
実
証
事
業
」
で
、

コ
ス
ト
と
計
量
精
度
の
バ
ラ
ン

ス
を
備
え
た
計
量
方
法
を
確
立

し
つ
つ
あ
る
。
熱
ご
と
に
対
象

設
備
や
計
測
機
器
を
設
置
し
、

実
証
運
転
に
よ
り
計
測
・
分
析

・
評
価
を
行
い
、
計
測
手
法
を

整
備
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
事
業

の
成
果
を
う
ま
く
活
用
し
て
、

こ
れ
か
ら
グ
リ
ー
ン
熱
証
書
の

普
及
促
進
な
ど
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

新エネルギーの将来動向や市場拡大の可能性を探った

三菱総合研究所主席研究員小島　浩司氏

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
は

国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ

り
、
そ
の
利
用
を
拡
大
す
る
こ

と
は
貿
易
赤
字
の
削
減
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
普
及
に

あ
た
っ
て
最
大
の
課
題
は
経
済

性
で
あ
り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
が
わ
り
と
高
い
。

　
た
だ
年
間
を
通
じ
て
使
用
で

き
れ
ば
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

は
下
が
る
だ
ろ
う
。
政
府
の
補

助
金
制
度
な
ど
も
あ
り
、

年
、

年
の
タ
ー
ム
で
考
え
れ

ば
ペ
イ
バ
ッ
ク
で
き
て
、
経
済

的
な
メ
リ
ッ
ト
も
出
て
き
そ
う

だ
。
建
物
を
長
期
的
に
運
用
す

る
学
校
や
病
院
な
ど
で
は
、
取

り
組
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
次
い
で
、
機
器
の
性
能
や
耐

久
性
と
い
っ
た
技
術
面
の
課
題

も
挙
げ
ら
れ
る
。
他
の
熱
源
に

比
べ
て
現
状
の
用
途
は
限
定
的

だ
し
、
維
持
管
理
や
修
繕
に
か

か
る
コ
ス
ト
な
ど
も
見
え
に
く

い
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
設
置
場
所
の
確
保
、

需
要
に
み
あ
っ
た
熱
供
給
を
実

現
す
る
た
め
の
時
間
や
量
、
物

理
的
課
題
の
解
消
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

他
の
熱
源
と
の
組
み
合
わ
せ
な

ど
に
可
能
性
が
高
い
。

　
再
生
可
能
熱
の
普
及
促
進
に

は
「
熱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」
が
極
め
て
重
要
で
、
そ
の

た
め
に
は
地
域
に
お
け
る
自
治

体
と
事
業
者
に
よ
る
中
長
期
的

な
検
討
の
枠
組
み
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
熱
供
給
事
業
を
社
会

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
育
成
す
る
た
め
、
事
業
リ
ス

ク
の
軽
減
策
や
官
民
連
携
の
枠

組
み
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付

与
す
る
仕
組
み
が
大
切
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
、
「
熱
の
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
化
」
に
向
け
て
蓄
熱

技
術
や
制
御
技
術
な
ど
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い
。

東
京
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部
課
長
越
水
大
介
氏

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
建
築
・
鋼
構
造
事
業
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
中
村
靖
氏

土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
企
画
開
発
室
斉
藤
朋
子
氏 地域一体で有効利用へ冷熱量計測、低コスト技術目指す

　
日
本
で
は
、
北
日
本
を
中
心

に
農
産
物
の
長
期
貯
蔵
用
や
建

物
の
冷
房
用
と
し
て
雪
氷
熱
を

利
用
し
て
い
る
。
雪
氷
熱
は
１

９
８
０
年
ご
ろ
か
ら
研
究
さ
れ

て
お
り
、
北
海
道
だ
け
で

件

う
ち
氷
利
用
は

件

の
事

例
が
あ
る
。
雪
や
氷
は
地
元
民

に
と
っ
て
、
除
雪
や
除
湿
の
必

要
が
あ
る
や
っ
か
い
者
で
は
あ

る
が
、
モ
ノ
や
空
間
を

冷
や
す
の
に
は
有
効

だ
。

　
雪
氷
熱
の
利
用
に
は

雪
や
氷
を
保
存
す
る
大

掛
か
り
な
施
設
が
必
要

で
、
初
期
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
利
用
の
拡
大
に

向
け
て
は
グ
リ
ー
ン
熱
証
書
制

度
な
ど
の
支
援
策
が
重
要
で
、

そ
の
た
め
に
は
認
定
基
準
を
満

た
す
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
の
低

い
雪
氷
熱
計
測
手
法
の
確
立
が

欠
か
せ
な
い
。

　
当
社
は
帯
広
畜
産
大
学
と
共

同
で
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
の
受
託
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
冷
風

循
環
方
式
で
農
作
物
を
貯
蔵
す

る
「
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を

設
置
し
、
利
用
冷
熱
量
の
計
測

・
算
出
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。

　
利
用
冷
熱
量
を
低
コ
ス
ト
で

精
度
良
く
計
測
す
る
た
め
に
、

計
測
機
器
や
計
測
方
法
が
異
な

る
３
種
類
の
手
法
を
比
較
し
て

い
る
。
１
年
以
上
冷
熱
量
を
実

測
し
、
基
準
値
か
ら

％
未
満

の
誤
差
と
な
る
低
コ
ス
ト
の
熱

量
の
計
測
技
術
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。

　
今
回
検
討
し
て
い
る
計
測
手

法
は
自
然
氷
に
限
ら
ず
、
雪
を

冷
熱
源
に
し
た
施
設
に
応
用
す

る
こ
と
も
で
き
、
寒
冷
な
気
象

環
境
を
有
効
に
利
用
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
。

　
今
後
、
利
用
冷
熱
量
の
計
測

方
法
を
確
立
し
て
、
雪
氷
熱
の

普
及
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
で
は

地
中
に
熱
交
換
器
を
設
け
、

度
Ｃ
程
度
で
一
年
中
安
定
し
て

い
る
地
中
の
熱
を
空
調
や
給
湯

な
ど
に
使
っ
て
い
る
。
少
な
い

消
費
電
力
で
運
転
で
き
、
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
削
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
大
気

に
放
熱
し
な
い
た
め
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
も
緩
和
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

　
当
社
は
目
下
、
福
岡

県
に
あ
る
当
社
事
務
所

ビ
ル
「
北
九
州
技
術
セ

ン
タ
ー
Ｅ
館
」
に
地
中

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
、
実
証
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
建
物
は
地
上
５
階
建

て
で
、
建
築
面
積
が
２
３
３
０

平
方

、
延
べ
床
面
積
が
１
万

３
８
７
平
方

だ
。

　
ま
た
当
社
は
、
地
中
熱
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
使
用
に
よ
り
地
中

温
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

か
を
、
地
盤
の
熱
伝
導
率
な
ど

の
条
件
を
入
力
す
る
こ
と
で
予

測
で
き
る
設
計
ツ
ー
ル
を
開
発

し
た
。

　
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
熱

源
水
温
度
に
よ
り
そ
の
能
力
や

効
率
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た

め
、
地
中
温
度
の
変
化
を
知
る

の
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
夏

に
は
温
度
が
こ
れ
ぐ
ら
い
ま
で

上
が
り
、
冬
に
は
こ
れ
ぐ
ら
い

ま
で
下
が
る
と
い
っ
た
具
合

に
、
外
気
の
温
度
に
比
べ
て
メ

リ
ッ
ト
の
出
る
範
囲
内
で
熱
源

水
温
度
の
変
化
を
お
さ
め
る
よ

う
に
冷
却
塔
を
自
動
的
に
制
御

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
地
中
熱
の
普
及
を
図
る
中

で
、
今
後
は
地
域
的
な
熱
融
通

シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
「
熱
源
水
ル
ー
プ
」
に
太

陽
熱
や
排
熱
な
ど
を
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
他
の
施
設
を
含
む
地

域
一
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
２
月

日
、
都
内
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

、
三
菱
総
合
研
究
所
と
共
催
で
「
第
９
回
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討
会

再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用

」
を
開
い
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
熱
利
用
計
測
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介

し
た
あ
と
、
東
京
ガ
ス
や
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
、
三
菱

総
合
研
究
所
の
一
線
研
究
者
が
報
告
し
た
。

産
業
創
出
・
地
域
活
性
化
を
期
待

司会あいさつ
　
風
力
発
電
や
地
熱
発
電
な
ど
の
件
数
が
増
え
つ

つ
あ
る
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
は
あ
ま

り
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非

常
に
大
き
い
が
、
利
用
の
た
め
の
設
備
導
入
コ
ス

ト
や
熱
の
輸
送
、
加
え
て
「
需
要
と
供
給
の
不
一

致
」
と
い
う
課
題
を
抱
え
る
。
熱
源
の
近
く
に
十

分
な
需
要
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
利
用
の
多
く
は

自
家

自
社

消
費
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
で
は
電
気
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
半
分
以
上
が
給
湯
や
冷
暖
房
な
ど
、
熱

と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
効

率
を
高
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
を
安
定

化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
中
熱
や
太
陽
熱
、
雪
氷

熱
な
ど
を
う
ま
く
使

う
こ
と
が
必
要
だ
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
熱
の
利
用
は
、
新

し
い
産
業
の
創
出
や

地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ３月２０日 木曜日 　　


